
(
ニ
)
下
屋
政

i
下
い
民
政
は
初
め
木
町
に
在
っ
た
が
、

利
却
の
平
保
三
年
七
且
二
日
改
め
て
之
を
北
本
所
三

千
二
一向
歩
の
地
に
栄
け
た
。
武
鏡
に
一
一
一

・
四
之
般
聞

と
記
す
の
は
是
で
あ
る
。
木
-
肋
の
抽
出
下
屋
敷
四
t
l
入

百
時
は
こ
の
時
上
地
と
な
b
、
北
本
市
山
は
利
組
問
の
安

政
二
年
十
月
二
日
夜
の
伎
災
に
よ
っ
て
金
的
し
た

が
、
そ
の
後
料
建
せ
ら
れ
て
明
治
に
汲
ん
だ
。

ナ
ヌ
カ
イ
チ
ハ
ン
リ
ヨ
ウ
七
日
市
藩
領
加
れ

滞
の
支
滞
七
日
市
の
卸

ωは
左
の
如
く
で
あ
っ
た
0

2
v前
凶
利
キ

l
一
ん
利
二
年
十
二
月

H
六
日
徳
川
努

忠
か
ら
、
上
野
同
日
築
制
一
瓜
十
四
石
に
対
ぜ
ら
れ

た。
合
一〉前
川
刺
竹中
l
w品
。
天
間
年
間
対
五
日
徳
川
家
制
か

ら
、
上
野
同

H
価指仰

十
入
よ
判
一
瓜
利
剣
知
の
判
物

を
焚
け
た
。
後
利
物
日
に
新
聞
二
千
引
一
石
七
斗
二

升
を
加

へ
、
分
科
と
訓
ハに

什
五
γ

村
を
お
し
た
。

七

日

市

野

上

日

開

U

附

本

品
目
木

H

-

君

川

別

保

謀

総

刊

問

川

脱

水

大
A

出
版
物
問
旧

小

品

問

似

桝

野

川

白

川

哲

後

到

奴

口

版
刷
小
い
向
山
行
的

E
ド，
K
呉川

T

-
a，目
J
同

M
・中
山

M

』
2

1
呉
市

--41下
山
M

会
一
〉
前
川
利
総

l
明
治
二
年
六
月
甘
=
一日
版
鮒
を
判
中

沼
し
た
。

ナ
ハ
ウ
チ

錨
打

叉

mに
純
と
も
い
ひ
、
航
に

山
畑
地
し
た
附
削
減
を
い
ふ
o

m
咋
揃
官
版
枇
縦
天
一
止
十

年
入
月
二
十
日
前
山
別
家
の
詩
治
献
に
、
『
菅
原
純

U

之
内
を
以
五
拾
依
一
古
々
。
』
又
同
年
十

M
官
一
日
出
白
川

郡
大
問
得
門
寺
街
地
以
に
、『
路
構
忽
分
佐
美
細
之
内

を
以
刈
山
川
船
出
之
候
。
』
な
ど
L
あ
る
。

ナ
ハ
コ

縄
海
鼠
」
ナ
マ

コ
生
泌
限
。

ナ
ハ
シ
ロ
苗
し
ろ

一
加
。
金
畑
作
の
例
入
附
半

日
f
H谷
一
世
の
春
帖
で
、
加
越
能
俳
人
の
句
を
集
録
し

た
も
の
。
そ
の
一一宇
和
三
年
の
も
の
は
狐
陪
潟
仰
の
序
。

ナ
ヌ
|
ナ
ホ

文
化
元
年
の
も
の
は
昭
江
道
白
瓜
の
序
。
文
化
二
年

の
も
の
は
誌
諸
問
山
附
阜
の
序
。

，χ
化
三
年
の
も
の
は

潤
知
の
序
で
あ
る
。
す
べ
て
京
腕
凶
喜
右
衛
門
の
板。

ナ
ハ
シ
ロ
ノ
ジ
ン
ジ
箇
代
の
神
事
即
日
制
上

(
部
第
名
〉
の
能
脅
比
古
副
社
で
、
も
と
三
且

H
一
日

に
行
は
れ
た
。
泊
村
に
織
地
が
あ
っ
て
、
そ
の
堺
の

終
っ
た
後
に
行
は
れ
た
古
例
で
あ
る
と
い
ふ
。

ω民

は
そ
れ
を
い
し
即
日
と
都
し
た
。

ナ
ハ
ジ
ロ
メ
イ
ギ
コ
ウ
苗
代
名
義
考
一
加
。

天
保
七
年
五
ナ
M
潟
好
者
。
間
代
と
い
ふ
名
義
の
起
、

斗
代
・
石
山
町
与
の
こ
と
か
ら
、
天
正
以
降
加
到
滞
の

織
地
、
殴
安
以
降
の
凶
作
方
に
閲
す
る
こ
と
を
世
間
い

て
あ
ろ
。

ナ
ハ

パ
リ
ニ
ン

縄
張
人

滞
政
の
時
、
本
線
地

又
は
内
線
地
を
行
ふ
尚
、
分
間
純
入
臨
す
の
こ
と
に
治

る
も
の
で
、御
扶
持
人
十
村
に
よ
っ
て
選
定
せ
ら
れ
、

政
作
単
行
・
定
織
地
略
行
に
巾
郎
し
、
定
験
地
問
聞
か

ら
任
命
し
た
。
一
定
の
給
制
酬
な
〈
、
民
務
に
泊
っ
た

際
日
制
目
白
銀
を
尖
け
た
。
細
川
悦
人
は
山
地
側
の
訴
者

と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ナ
ハ
マ
タ

縄
叉

邸
主
榔
大
原
庄
に
開
削
オ
る
部

wmo
能
菅
名
跡
芯
に
、
『
此
村
九
よ
凶
へ
別
れ
、
家
政

丸
十
粁
ぱ
か

b
。
此
村
も
山
墜
に
在
っ
て
、
秋
の
米

は
u
K
到
細
川
λ

と
て
、
泥
滋
に
て
怒
し
き
鉄
板
と
て

あ
り
。
坂
の
お
り
と
に
政
坂
的
と
て
、
長
七
附
の
総

あ
り
。
此
遊
よ
り
は
輪
ぬ
の
能
上
を
見
下
し
、
容
は

限
秩
は
紅
説
、
紙
同
山
と
い
へ
ど
も
眺
に
あ
か
ぬ
節

也
。
』
と
あ
る
。

ナ
ハ
マ
h
F
ガ
ハ

縄
又
川

邸
主
制
に
あ
る
。
凶

山
飯
山
か
ら
統
制
し
、
二
俣
領
で
臥
子
一
谷
川
に
古川合

ふ
。
水
源
か
ら
古
川
合
ま
で
六
粁
市
川
。

ナ
プ
ネ
名
舟

風小中
・湖
南
芯
見
郷
に
回
附
す
る
部

孫
。
海
上
の
七
ヲ
烏
は
、
こ
の
名
舟
の
簡
で
あ
る
。
紬

品
川
お
も
中
頃
は
問
領
で
あ
っ
た
が
、
今
は
随
時
に
鞘

悶
幽
し
た
。

ナ
ベ
h
F
-
一

鍋

谷

能

奨
郡
徳
帥
仙
郷
に
臨
す
る
郁

古
川
。
正
保
・見
・
ヌ
・
貞
享
の
お
辻
帳
に
加
び
に
鍋
谷
村

と
見
え
る
。

ナ
ベ
h
F
Z

イ
シ

鍋
谷
右

九
谷
般
黙
の
原
料
た

る
も
の
。
古
鍋
谷
石
は
能
楽
郡
鍋
谷
小
手
ハ
コ
ネ
ダ

y
か
ら
夜
し
、
石
一
先
制
相
而
岩
の
品
目
向
山
聞
に
よ
っ
て
成
生

し
た
粘
土
で
あ
る
。
叉
薪
鍋
谷
布
は
、
鍋
谷
小
手
加

四
郎
捌
か
ら
掘
削
し
、
分
解
し
た
石
英
粗
而
岩
で
、

凶
石
原
を
な
し
て
存
す
る
。

ナ
ベ
h
F
ニ
ガ
ハ

鍋
谷
川

能
楽
部
揚
原
山
に
源

を
波
し
、
鍋
柑
廿
を
民
統
し
、
寺
品
に
於
い
て
郎
野
か

ら
渡
す
る
支
慌
を
併
せ
、
和
田刑
に
於
い
て
宮
伯
悶
水

を
合
し
、
四
枕
し
て
千
代
に
索
。
掛
川
に
注
ぐ
。
椛

在
一
回
粁
泊
。

ナ
ベ

hm-
一
ゴ
エ

鍋
谷
越
能
業
部
鍋
谷
か
ら
下

野
に
京
る
峠
。

ナ
ベ
h
F
L
一
ジ
ヨ
ウ

鍋

谷

誠

能
楽
榔
鍋
谷
に
在

っ
た
と
い
ふ
。
越
B
W
れ
三
州
志
放
城
考
に
、
鋭
谷
鎧

の
治
以
は
な
い
が
、
一
大
正
三
年
総

m信
長
の
賊
錐
を

陥
れ
た
こ
と
が
北
限
七
凶
志
等
に
見
え
、
出
村
に
殿

村
の
名
も
存
す
る
と
あ
る
。

ナ
ヘ
ヅ
カ
苗
塚

河

北
側
千
聞
に
あ
っ
た
。
貧

困
耐
の
制
告
に
、
こ
の
村
簡
の
内
に
前
線
と
僻
す
る
九

尺
四
方
の
採
が
あ
る
と
記
す
る
。

ナ
ベ
ノ
ツ
ル

鍋
白
銭

滞

政
中
に
、
石
川
郡
向

増
泉
な
る
限
内
副
仁
磁
・
三
右
衛
門
の
宅
地
の
尻
地

か
ら
、
大
豆
間
組
地
の
尻
地
に
か
け
て
、
間
附
し
た

芦
原
を
鍋
の
鮫
と
い
ひ
、夏
季
盤
の
名
所
で
あ
っ
た
。

明
治
七
年
開
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
河
原
と
な
。
、
後

山
間
盤
し
て
鍋
の
鎧
の
治
献
を
失
う
た
。

ナ
ベ
ヤ
キ
チ
ベ
Z

鍋
屋
吉
兵
衛

能
決
郡
小
法

圃

ナ
ホ
エ
リ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ

直
江
菱
舟

初
め
滞
仙

大
町
桃
年
・
永
山
平
太
響
に
就
き
亡
制
制
限
を
修
め
‘X

長
到
災
問
に
磁
を
同
日
ぴ
、
途
に
川
仙
者
た
る
の
叫
川可

を
得
て
家
訟
を
聞
い
た
。
維
新
の
後
小
刊
日
教
育
に
従

都
し
、
明
治
官
七
年
六
且
十
四
日
夜
。
平
年
六
十
=
可

ナ
ホ
ミ

直
海

υ

石
川
川
河
内
肢
に
邸
L
、

口
一
臨
海
・
申
直
海
の
耐
部
wm
に
分
か
れ
て
ゐ
る
。

ナ
ホ
ミ

直
海

υゥ

mm
咋
部
旧
制
松
庄
に
闘
す

る
郎
新
。
初
は
直
前
山
・大
後
・6MM出
の
一
ニ
日
出
で
あ
っ
た

が
、
高
屋
は
元
利
六
年
、
大
鐙
は
承
郎
三
年
直
俗
に

併
合
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
。

ナ
ホ
Z
ガ
ハ

直
海
川

の
入
。
父
丈
肋
に
乾
い
て
陶
m酬を

m，ひ
、
松
下
堂
文

箆
と
脱
し
た
。
初
め
武
問
努
平
に
民
山
際
に
略
せ
ら

れ
て
、
出
眼
前
前
押
し
て
ゐ
た
が
、
遂
に
金
祁
に
勝
っ

て
そ
の
榔
撲
に
な
り
、
お
永
中
金
持
小
骨
北
野
の
辰
巳

犀
築
が
、
石
川
郡
熊
定
村
に
関
係
し
た
叫
に
も
、
吉

兵
衛
は
そ
の
州
総
を
助
け
た
。
吉
兵
衛
の
子
の
内
海

苦
遣
は
、
明
治
紫
拠
界
の
京
銀
に
な
っ
た
。

ナ
ベ
ヤ
ジ
マ
チ

鍋
屋
地
町

全
保
の
白
川
名
。

後
の
吹
旧
民
間
で
あ
る
。

ナ
ベ
ヤ
ジ
ヨ
ウ
ス
ケ

鍋
屋
丈
助

父

を
丈
布
衛

門
と
い
ひ
、
製
陶
を
栄
と
し
て
、
江
泊
部
大
山
町
司
に

住
ん
で
ゐ
た
。
丈
助
は
覧
政
頃
か
ら
制
的
に
従
問
中
L
、

松
下
滋
賀
川
伸
と
鋭
L
、
能
部{州州出相
H
O
W
市
川
町
起
っ
た
時

之
に
赴
き
、
後
小
松
に
移
っ
て
従
却
に
教
へ
た
。

ナ
ベ
ヤ
マ

銅
山

J
カ
プ
ト
ヅ
カ
兜
段
。

ナ
ベ
ヤ
リ

鍋
犀
利

金
持
の
問
問
で
持
を
好

み
、
修
し
て
鋭
利
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
亭
保
前
後

の
人
。ナ

ホ
エ

直
江
石
川
部
肌
四
月
正
に
印
刷
す
る
部
町
問
。

ナ
ホ
Z

J

直
江
野
河
北
川
に
凶
す
ろ
m
w
m
o

明
治
中
一
カ
ヶ
庄
の
野
を
改
名
し
た
も
の
で
あ
る
。

J
ナ
ホ
ミ
ダ
-
一
ガ
ハ

六
二
七


